
○論点

①中核人材育成のアウトカムは適切か

②実務人材育成のアウトカムは適切か

③経営人材育成の取組は十分か

事業についての論点等

事業名 担当部局庁

論点等説明シート

観光人材育成支援事業 観光庁

　「明日の日本を支える観光ビジョン」に掲げられた2020年訪日外国人旅行者数4,000万人、
旅行消費額8兆円等の目標を達成するため、産業界ニーズを踏まえた観光経営人材の育成・
強化等を実施し、観光産業を我が国の基幹産業へ変革する必要がある。
　昨年の訪日外国人旅行者数は、2,869万人となり、旅行消費額は4兆4,161億円といずれも
過去最高を更新するとともに、旅行形態も団体旅行から個人手配型旅行への急速なシフトが
進行する等の多様化が見られており、近年、外国人旅行者は質・量両面で大きく変化してい
る。
　このような背景の下、観光産業に携わる人材の質・量両面における確保を目的とし、①我が
国の観光産業を牽引するトップレベルの経営人材、②地域の観光産業を担う中核人材、③即
戦力となる現場の実務人材について、育成・強化の取組みを行っているところ。
　

○事業の背景


